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研究実績の概要（１） 

1. はじめに 

本研究では、代表的なラグジュアリーブランドのWomen’s Ready-to-Wearにおける色彩の経時的変化に注目

し、デジタルカラー画像解析によってファッショントレンドの変遷を客観的かつ定量的に分析した。 

 

2. 方法 

代表的なラグジュアリーブランドとそのディフュージョンラインについてWomen’s Ready-to-Wearのデジタル画

像(合計 17,122枚)を収集した。Chanel, Dior, Saint Laurent, Burberry Prorsum, Gucci, Giorgio Armani, Prada, 

Marc Jacobs(8 ブランド)は 2000～2015 年の 32(16×2)シーズン、Emporio Armani，Miu Miu，Marc by Marc 

Jacobs, Chloé，See by Chloé，Valentino，Red Valentino(10ブランド)は2013～2015年の6(3×2)シーズンを対象と

した。 

デジタル画像は、色情報と位置情報を統合した k-means 法を用いて複数の領域に分割した。次に各領域の

色データ(RGB値)を抽出し、CIE L
*
a

*
b

*表色系及び HLS表色系に変換して明度、彩度、色相の経時的変化を

分析した。 

 

3. 結果 

(1) 色彩の経時的変化における全体的な傾向 

シーズン毎に彩度は周期的に変化する傾向がみられ、SS(Spring-Summer)では彩度が高く、

AW(Autumn-Winter)では彩度が低下する(図１参照)。 
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図 1  シーズンによる色彩の変化 
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研究実績の概要（２） 

さらに、彩度を 10段階に区分して経時的変化を見ると、シーズン毎に彩度分布が変化することがわかる(図 2参照)。 

 

 
(a) Saint Laurent 

 

 

(b) Burberry Prorsum 

図 2  彩度分布の経時的変化 
 

(2) 色彩の経時的変化における各ブランドの特徴 

得られた色データをHLS表色系に変換し、色相を 12段階に区分して経時的変化を示した(図 3参照)。Chanel

は 2000SS～2012SSまで色相の大きな変化が見られなかったが、2013SSから徐々にオレンジの色相が減少し、

2015SSに青い色相が増加した。Gucciは 2013AWからオレンジの色相が減少した。また、2013SSの Gucciでは、過

去にない鮮やかな色が見られた。 
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図 3  色相分布の経時的変化 

4. おわりに 

本稿では，4大コレクション(ファッションウィーク)で発表された女性向けプレタポルテの画像情報から得

られる色情報を分析することにより、ラグジュアリーブランドにおけるファッションントレンドの変遷を，

客観的，かつ，定量的に分析する手法を提案した。 

 


